




は じ め に 

 名張市では、平成２８年３月に策定した「第二次名張市子ども教育ビジョン」のなかに、

「名張版コミュニティ・スクールの創設」を新たな取組として掲げ、平成３２（２０２０）

年度には、市内全小中学校１９校にコミュニティ・スクールを置くことをめざした取組を

進めています。 

 平成２８年度には、国の「コミュニティ・スクール導入等促進事業」を受託し、つつじ

が丘小学校と南中学校をモデル校として導入に向けての研究を始め、平成２９年４月に、

両校が、学校運営協議会設置校（コミュニティ・スクール）となりました。 

 平成３０年４月には、比奈知小学校・錦生赤目小学校・箕曲小学校・百合が丘小学校・

赤目中学校が、１１月からは蔵持小学校がコミュニティ・スクールとなり、他の１１校に

ついても設置に向けた準備を進めているところです。 

 この「コミュニティ・スクール実践集２０１８」は、今年度のコミュニティ・スクール

設置校における特色ある実践を集めたものです。各校における地域とともにある学校づく

りをめざし、試行錯誤を重ね取り組まれてきた実践を知り、今後のコミュニティ・スクー

ルの取組推進に活用していただければ幸いです。 

                     平成３１年３月  

名張市教育委員会





名張市のめざす コミュニティ・スクールの姿

１）名張版コミュニティ・スクール
コミュニティ・スクールは、未来を担う子どもたちの豊かな成長のために学校・地域・保護

者が連携・協働し、それぞれが、自分たちに何ができるか当事者意識をもって子どもたちの成

長を支えていく仕組みです。子どもを取り巻く環境は今後、大きく変化していくものと考えら

れ、これからの時代を生きる子どもは、一人ひとりが多様な個性・能力を伸ばし、充実した人

生を主体的にたくましく切り拓いていく力や人と繋がり、共に学び合い、支え合って豊かな未

来の社会を築いていく力が求められます。 

名張市では、市内すべての小中学校にコミュニティ・スクールを置き、「学校運営」「学校

支援」「地域貢献」を３つの柱とした取組を実施します。それぞれのコミュニティ・スクール

では、学校・保護者・地域の皆さんが、めざす子どもの姿を共有し、地域の子どもたちの「学

び」と「育ち」に係わる当事者として、連携・協働した取組を実施します。  
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２）名張版コミュニティ・スクール ３つの柱

①学校運営への参画
市内のコミュニティ・スクールでは、学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合

い、学校運営へ意見を反映させています。学校運営協議会にてめざす子どもの姿を共有し、

教育課程・授業改善・学校評価等の学校運営に参画しています。小中一貫教育英語カリキュ

ラムの一貫である国際交流イベントへの運営・参加など、小中一貫教育の教育活動へも参画

しています。 

学校運営方針の承認 めざす子どもの姿 熟議 ワークショップ形式の熟議 

授 業 公 開 小中一貫教育への参画 学力向上についての熟議 
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②学校支援の充実
名張市では、平成１７年度より学校支援ボランティアの登録制度を設け、平成２０年度以

降、国の学校支援地域本部事業を受け、学校支援の仕組みを構築してきました。 

コミュニティ・スクールの設置により、めざす子どもの姿の実現のための学習支援・部活

動支援・環境美化・安全確保支援等の学校支援体制がさらに充実してきています。 

学 習 支 援 部活動支援 環境美化支援 

校内環境美化支援 読み聞かせ ゲストティーチャー 

あいさつ運動 登下校見守り支援 図書館整備支援 
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③地域貢献の場づくり
名張市内それぞれの地域づくり組織では、将来計画である「地域ビジョン」を策定してい

ます。「地域ビジョン」には、地域づくり活動への参画や地域の担い手づくりに向けた、さ

まざまな活動が盛り込まれています。 

コミュニティ・スクール設置校では、「地域ビジョン」を共有し、地域を愛し地域を担う

人づくり、地域の絆づくりのため、まちづくり活動への参画や地域・学校合同防災訓練、地

域の清掃活動など、学校の特色を生かした地域貢献の場づくりを行っています。子どもたち

が今住んでいる地域のことを知ることは、地域を担う人づくり、絆づくりにつながるとし

て、地域学習へも積極的に取り組んでいます。 

まちづくり活動への参画 地域行事への参加 合同防災訓練 

地域の清掃活動 米づくり体験活動 市民センター見学 

伝統文化体験学習 学校図書館の地域への開放 地域の方へ感謝を伝える 
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各学校運営協議会の取組

南中学校区（つつじが丘小学校・南中学校） 

１． 学校運営協議会の開催 

【第１回】学校運営協議会（平成３０年５月29日 火曜日 午後 7時～8時 30分） 

① 設置証交付、委嘱状交付 

② 平成３０年度つつじが丘小学校・南中学校学校運営協議会について 

③ 平成３０年度学校運営の基本方針・教育課程等について（承認） 

④ つつじっ子会議について 

⑤ 学校支援者の募集依頼について 

【第２回】学校運営協議会（平成３０年７月24日 火曜日 午後 7時～8時 30分） 

① めざす子ども像について熟議（まなび、こころ・からだ、ちいきの部会ごと） 

② 未来へつなぐ学び支援事業について 

③ 教職員の勤務について 

【第３回】学校運営協議会（平成３０年10月 29日 月曜日 午後 7時～8時 30分） 

① 全国学力・学習状況調査結果について   

② 家庭学習の習慣化に向けて（家庭・地域の役割） 

③ 小学校給食試食会について 

④ １１月１７日（土）防災訓練について 

【第４回】学校運営協議会（平成３1年２月25日 月曜日 午後 7時～8時 30分）

① 学校評価について 

② 本年度の取組の成果と課題について 

２． 名張版コミュニティ・スクール３本柱に係る取組 

（１）【学校運営への参画】 

① 基本方針の承認・学校評価の実施    

② 小中一貫教育へ参画（国際交流イベント・つつじっ子会議） 

③ 学校課題についての熟議（学習習慣の定着について等） 

南中学校区は、つつじが丘小学校と南中学校において、本年度より小中一貫教育を本

格実施している。コミュニティ・スクールについても合同で学校運営協議会を行い、小

中一貫教育の実施についても参画いただいている。 

【学校課題についての熟議】 【基本方針の説明・承認】 
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（２）【学校支援の充実】 

① 小中一貫教育への支援 

② 昼休みふれあい隊によるふれあい、清掃支援

③ 更生保護女性会によるあいさつ運動

④ ベビースマイル（中学生と赤ちゃんと子育てママのふれあい）

⑤ クラブ・部活動への支援

⑥ 環境整備

⑦ コアラさんによる登校安全パトロール

⑧ 図書館ボランティア・折り紙教室・紙芝居

⑨ モンキードッグの安全支援

⑩ 働く人から学ぶ会・学習支援（授業等の学習サポート）

【国際交流イベント】 【ふれあい隊による清掃支援】 

【ペタンククラブへの支援】 

【モンキードッグの安全支援】 

【環境整備】 【図書館ボランティア】 

【働く人から学ぶ会】 

【ベビースマイル】 【テニス部支援】 

【紙芝居支援】 

【コアラさんによる見守り】 

【更生保護女性会によるあいさつ運動】 
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（３）【地域貢献の場づくり】 

① 合同防災訓練 

② 春・秋の子どもフェスタへの参画（つつじっ子会議） 

③ 学校図書館の地域への開放（夏季休業中） 

３． 成果と課題 

 【成果】 

◇学校支援コーディネーターを学校運営協議会に位置づけていただくことで、ボランティア

の調整とともに地域と学校をつなぐ役割をしていただいている。 

◇「働く人から学ぶ会」の講師発掘については、地域づくり組織から働きかけていただくこ

とでスムーズに運んだ。今後は、南中学校区だけにとどまらず、他の地域とのつながりを

もって名張市全体の豊かな人材開拓が進むよう、取組を広めていきたい。 

◇家庭学習の習慣化にむけて家庭や地域でできる方策を熟議することができた。 

◇プログラミング教育について、近大高専と連携を図り取り組むことが提案され、来年度、

土曜授業にて実施することとなった。 

◇小中一貫英語カリキュラムに位置付けている「国際交流イベント」について、学校運営協

議会に図り、運営を行っている。本年度は、地元の４大学他、県外の大学の留学生５０名

近くの参加をえて開催することができた。 

◇「つつじっ子会議」において、生徒と地域の代表者６名とが地域行事等について議論を行

った。特に春・秋の子どもフェスタには、生徒からのアイデアが盛り込まれ、つつじっ子

会議のメンバーが運営の一役を担った。当日は、たくさんの児童・生徒の参加があり、地

域の方々とのつながりを深める地域貢献の場となった。 

◇小・中学校の児童・生徒と地域の方々による合同防災訓練は、2 年目を迎えた。番町ごと

に訓練を実施することにより、地域の方々とのつながりができてきている。 

【課題】 

◆防災訓練の充実 

◆学校支援者の募集がなかなか捗らなかった。 

【合同防災訓練での小中学生の活躍】 【つつじっ子会議にて地域の行事へ参画】 【子どもフェスタへの参画】 【学校図書館地域への開放】 
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４． その他 

（１） 学校運営協議会の組織 

南中学校区では小学校と中学校の教職員が３つの部会に分かれて、小中一貫教育を実施し

ている。学校運営協議会についても小学校と中学校の組織を一つにして、南中学校区として

会議を開催している。南中学校区学校運営協議会では、この小中一貫教育の内容について情

報共有しながら、実践への参画・支援・場づくりを行っている。また、学校課題についても

共有し、取組についてご意見をいただいている。 
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蔵持小学校 

１． 学校運営協議会の開催 

【第１回】学校運営協議会（平成３０年１１月５日 月曜日15時～16時 30分） 

① 設置証交付、委嘱状交付 

② 委員の紹介、会長・副会長の選出 

③ 学校運営の基本方針・教育課程等について 

④ 学力・学習状況について 

⑤ 情報交換 

【第２回】学校運営協議会（平成３１年２月１２日 火曜日13時 45分～16時） 

① 子どもの様子について 

② 本年度の学校関係者評価について 

③ 熟議（育てたい子どもの姿）について 

④ 来年度の学校運営について 

２． 名張版コミュニティ・スクール３本柱に係る取組 

（１）【学校運営への参画】 

① 学校運営協議会委員による授業参観の後、子どもの様子の交流を行い、授業改  

善に向けて意見をいただいた。 

② 学力・学習状況について共有し、課題解決について話し合った。 

③ 「育てたい子どもの姿」についての熟議。 

④ 学校評価について協議いただき、「学校評価書」としてまとめる。 

本校では、すべての学年において、子どもたちの「やってみたい」「調べてみたい」「会

ってみたい」という気持ちを大切に、蔵持の人・もの・自然・文化・歴史とのつながり

を重視した地域学習に取り組んでいます。子どもたちの学習は、たくさんのボランティ

アの皆様に支えていただいています。今後も子どもの姿を中心に据えて、教育活動の充

実を図っていきます。 

学校運営協議会の様子 
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（２）【学校支援の充実】 

① 学習支援ボランティアの人数が増え、生活科・総合的な学習等の授業の支援が広が

った。 

② 学校環境整備・登下校の見守り・読み聞かせ等、ボランティアとして地域の皆さん

に協力いただいた。 

（３）【地域貢献の場づくり】 

① 地域の清掃活動に保護者や児童、教職員が参加し、通学路の清掃を行った。 

② 蔵持地域のことを好きになり、将来的に地域で貢献できる子どもの育成を目指し、

蔵持地区の人・もの・自然・文化・歴史とのつながりを重視した地域学習に取り組

んでいる。 

【１・２年 獅子神楽体験】 

【２・３年 蔵持市民センター見学】 

【5年 田植え・稲刈り】 

【地域の清掃活動】 

【毎週木曜日 読み聞かせ】 

【1年 昔遊び】 【５年 縄ない】 【草刈り】 

【毎月 図書室の飾り付け】 【毎日 登下校の見守り】 
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３． 成果と課題 

【成果】 

 ◇学校行事や各学年での取組や子どもの様子等を伝えることで、様々な教育活動において、

地域の方が積極的に学習支援ボランティアとして協力していただいた。 

◇各学年における地域学習において、地域の方を講師として招いた授業を行ったり、保護

者やボランティアとの協働による取組を行ったりした結果、地域の行事に参加する児童

が増え、地域の方とのつながりが深まった。 

◇地域の方とふれあうことで、教師自身が地域の方の思いや願いを知り、蔵持地域のよさ

に気づくことができた。 

◇学習支援等でボランティアが必要なときは、コーディネーターを通じて声かけをして 

いる。コーディネ－ターが 50 人あまりのボランティアの支援内容を把握し、まとめて

いただいているので、スムーズな支援体制ができている。ボランティアの方も学校への

支援を大変好意的にとらえてくださっており、学校にとってもボランティアの方にとっ

ても大変有効なものとなっている。 

◇地域の方からは、「子どもたちから元気をもらえるので、学校に行くのが楽しみです。」「子

どもたちのためにできることがあれば何でもするので言ってください。」「わたしたちは

蔵持小学校の応援団です。」など、協力的な声を聞かせていただき、学校と地域の連携の

大きな一歩を踏み出すことができた。 

◇本年度は、保護者と地域の方が一緒に活動する時間をたくさん設けたため、ボランティ

ア活動の内容について知る良い機会となった。保護者から、「子どもが毎日安心して登下

校することができるのは、登下校ボランティアの方のおかげです。」「地域の方がいつも

あたたかく子どもたちを見守ってくださるので嬉しいです。」という声がたくさんあり、

保護者と地域の方のつながりが深まった。 

【課題】 

 ◆学校運営協議会が立ち上がった今、学校と地域の連携をさらに深めていくためには、ボ

ランティアの方の活用は重要であり、今後さらに発展させていく必要がある。ボランテ

ィアの方も学校への支援を大変好意的にとらえてくださっており、学校にとってもボラ

ンティアの方にとっても大変有効なものとなっている。このようなつながりを大切にし

つつ、学校と地域のより密接な連携や、地域とともにある学校のための組織づくりをい

かに進めていくかが課題であると考える。 
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比奈知小学校 

１． 学校運営協議会の開催 

【第１回】学校運営協議会（平成３０年５月３１日木曜日１３時～１５時３０分） 

① 設置証交付、委嘱状交付 

② 委員の紹介、会長・副会長の選出 

③ 学校運営の基本方針・教育課程・年間の学校行事等について 

④ 研修会「コミュニティ・スクールの推進について」 

⑤ 授業参観・情報交換設置証交付、委嘱状交付 

【第２回】学校運営協議会（平成３０年１１月２２日木曜日１３時４５分～１５時００分） 

① 子どもの様子について（前期の主な行事を振り返って） 

② 本校の現状について（各種調査・アンケートより） 

③ 学力・学習状況について（全国学力・学習状況調査結果より） 

④ 熟議（地域で育てたい子どもの姿・今後の協議会のあり方について） 

⑤ 授業参観・情報交換 

【第３回】学校運営協議会（平成３１年２月２８日木曜日９時～１１時３０分） 

① 本年度の学校運営の成果と課題について 

② 本年度の学校関係者評価について「学校評価書」について 

③ 来年度の学校運営について 

④ ６年生を送る会を参観 

２． 名張版コミュニティ・スクール３本柱に係る取組 

（１）【学校運営への参画】 

① 学校運営協議会委員による授業参観の後、授業改善に向けて意見をいただいた。 

② 「めざす子どもの姿」について、学校運営協議会委員・教職員・保護者（計１１名）

が熟議を行った。 

③ 学校の課題について共有し、解決策についてご意見をいただいた。 

④ 学校評価について協議いただき、「学校評価書」としてまとめた。 

本年度よりコミュニティ・スクールとしてスタートしました。第1回の協議会では「地

域がどんな子どもを育てたいのか話し合う必要がある。」「児童の地域貢献という視点も

あると良い。」「学校と地域との双方向の交流を進めていきたい。」などたくさんのご意見

をいただきました。 

【「めざす子どもの姿」について熟議】 【コミュニティ・スクールについての研修】 
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（２）【学校支援の充実】 

① ボランティアコーディネーターからの発信により学習支援ボランティアの人数が

増え、家庭科・生活科等の授業の支援が拡大した。 

② PTA 行事（「友遊まつり（昔遊び集会）」）へボランティアとして地域の皆さんに協

力いただいた。 

（３）【地域貢献の場づくり】 

① 富貴ヶ丘の夏祭りへの参加（小学生が祭りを盛り上げる。踊り手として参加。） 

② 比奈知文化センター、比奈知市民センター、なごみ集会所を学習の一環で見学した。

また、職員の方から昔遊びを教えていただいた。 

③ 児童が地域学習の一環として寺社や地域の史跡を見学した。 

④ 地域を愛する子ども育成のため、比奈知市民センター主催のクリスマス行事を実施。 

３． 成果と課題 

 【成果】 

  ◇コミュニティ・スクール活動の初年度であったため、今までの活動を見直し、整理し 

学校と地域の関わりを改めて見直すことができた。 

  ◇教職員が、地域の方々に支えられている学校であることの認識を新にした。 

  ◇土曜授業日を有効活用し、教職員、地域の方々、PTA の方々が協力する基盤づくり

ができた。 

【課題】 

  ◆教職員がコミュニティ・スクールを意識した教育活動の展開をする。 

  ◆地域の活力を学校の教育活動に取り入れるとともに、学校の活力を地域貢献に生かす 

   仕組みをより活発にする 

  ◆初年度ということで学校や児童の様子を知ってもらうことに時間を費やしたが、今後

は「熟議」の内容、方法等について考えていく必要がある。 

【家庭科の学習支援】 【友遊まつり（昔遊び集会）への協力】 

地域学習 比奈知文化センター訪問 夏祭りへの参加 

夏祭りへ踊り手で参加 比奈知地区文化祭 ひなちっこクリスマス会 
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箕曲小学校

１． 学校運営協議会の開催 

【第１回】学校運営協議会（平成30年 6月 7日木曜日13時 25分～15時 30分） 

① 設置証交付、委嘱状交付 

② 委員の紹介、会長・副会長の選出 

③ 授業参観 

④ 名張市学校運営協議会規則の確認 

⑤ 学校運営の基本方針・教育課程等について 

⑥ 情報交換 

【第２回】学校運営協議会（平成30年１１月2日金曜日13時 40分～16時） 

① 授業参観    

② 児童の様子、学力・学習状況について 

③ 学校関係者評価結果について 

④ ③を踏まえてのグループ協議子どもの様子について 

【第３回】学校運営協議会（平成31年 2月 16日土曜日８時５０分～） 

① 本年度の学校運営の成果と課題について 

② 平成30年度の学校評価書について 

③ 来年度の学校運営について 

２． 名張版コミュニティ・スクール３本柱に係る取組 

（１）【学校運営への参画】 

① 学校運営協議会委員による授業参観の後、授業改善に向けて意見をいただいた。 

② 箕曲小児童のよさや課題を出し合い、改善にむけどのような取組ができるか熟議を

行った。 

本校の学校運営協議会では、学校・保護者・地域が連携し、「教育」「共育」「郷育」の

３つの「きょう育」を進めるという共通理解を図り進めています。第 2 回学校運営協議

会では、学校評価アンケートの結果からテーマを絞ってグループ協議を実施しました。 

【「めざす子どもの姿」について熟議】 
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（２）【学校支援の充実】 

① 地域の方々を講師に迎え、親子体験教室を実施している。 

② 民生委員さんを中心に下校指導を行っている。 

③ 地域の酒米サポーターさんの協力のもと、田植え、稲刈り、餅つきと全校で一 

連の活動に取り組んだ。特に５年生は米作りの学習を深める機会となっている。 

（３）【地域貢献の場づくり】 

①  文化祭・夏祭りの会場として学校を使用いただいていている。文化祭では市民セン 

ターサークルの体験教室として図書室等を開放している。 

②  箕曲文化祭の一環として、校内作品展を実施している。 

③  地域への愛着を深める行事として、箕曲地域づくり委員会子ども育成部会とともに 

箕曲探険物語（地域フィールドワーク）を実施している。 

④  ＰＴＡ・地域づくり委員会共催の人権教育を開催した。 

⑤  まちの保健室と協働し、「認知症キッズサポーター養成講座」を開催した。 

３． 成果と課題 

  【成果】 

   ◇学校経営方針や学校運営に関わり、理解が進み、幅広い視点での意見や示唆がいた 

だけ、学校運営がより円滑に進むようになった。 

   ◇授業での子どもの様子を観察してもらい、児童理解が進んだ。 

   ◇児童アンケートから得られた課題解決の糸口が地域が進めようとしている取組み 

    と合致することがわかるなど、めざす姿が共有化された。 

【課題】 

   ◆熟議などにより、進むべき方向や、具体案は示されたが、組織としてそれを実現し 

ていくまでに至らなかった。  
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錦生赤目小学校 

１． 学校運営協議会の開催 

【第１回】学校運営協議会（平成３０年５月２９日火曜日１３時４５分～１５時５５分） 

① 授業参観 

② 設置証交付、委嘱状交付 

③ 委員の紹介、会長・副会長の選出 

④ 学校運営の基本方針・教育課程等について 

⑤ 情報交換 

【第２回】学校運営協議会（平成３０年１１月６日火曜日１３時４５分～１５時５５分） 

① 授業参観 

② 情報共有 

③ 全国学力・学習状況調査の結果ならびに取組について 

④ 熟議「子ども支援・地域貢献をどのように進めていけばよいか。」 

【第３回】学校運営協議会（平成３１年２月１９日火曜日１９時～） 

① 本年度の学校運営の成果と課題について 

② 「平成３０年度の学校評価書」について 

③ 熟議「育てたい子どもの姿について-学校・家庭・地域ができるこ

とは何か-」 

④ 来年度の学校運営について 

２． 名張版コミュニティ・スクール３本柱に係る取組 

（１）【学校運営への参画】 

① 学校運営協議会委員による授業参観の後、授業改善に向けて意見をいただいた。 

② 学力・学習状況調査の結果から、学力向上に向けた取組について意見をいただいた。 

③ 朝食を食べていない子が多い実態から、基本的生活習慣確立を確実にするための取

組について意見をいただいた。 

④ 学校評価について協議いただき、「学校評価書」としてまとめた。 

「すべては、子どもたちのために～学校・家庭・地域が協働して、子どもを育てる～」

を推進目標とし、保護者および子どもたちの生活基盤である赤目地区と錦生地区の皆様

方の参画により、子どもたちのことを基軸に話し合い、それを学校教育に活かしていま

す。 

学校運営協議会委員による授業参観 学力向上に向けた取組についての協議 
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（２）【学校支援の充実】 

① 毎朝の「あいさつ・声かけ運動」に地域の方の参加があり、たくさんの声かけが続

いている。 

② 学校生活支援ボランティアの活動が広がり、クリーン活動支援や、授業支援、PTA

行事支援など、数が増えている。 

（３）【地域貢献の場づくり】 

① 地区の夏まつりで児童が店番をする模擬店を出店した。 

② 地域の敬老会で、６年生がお手紙を渡した。 

③ 市民センターまつりに児童の作品を出品した。 

３． 成果と課題 

  【成果】 

   ◇授業参観により、子どもの姿を共有することができた。 

   ◇会を重ねるにつれ、「学校支援」「地域貢献」についての熟議が深まり、具体的な取 

組が具現化してきている。これまでの地域の活動をコミュニティ・スクールの活動 

に位置づけていこうとする意識が高まっている。 

◇地域貢献の活動と学校の教育課程のつながりを深めるための足がかりが明らかにな 

ってきた。 

【課題】 

◆学校運営協議会委員の見直しを行う必要がある。 

◆「学校の敷居が高い」という意識があるという意見があった。運営協議会で話し合 

われた内容を地域に発信していく手立てを広げていく必要がある。 

◆地域に開かれた教育課程として展開するためにも、本校の総合的な学習（地域との 

出会い）と「学校支援」「地域貢献」とのリンクをしていく必要がある。 

「あいさつ・声かけ運動」 

市民センターまつりに児童の作品を出品 
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百合が丘小学校 

１． 学校運営協議会の開催 

【第１回】学校運営協議会（平成３０年６月１６日土曜日 ９時～１１時１０分） 

① 設置証交付、委嘱状交付 

② 名張市学校運営協議会規則及び名張版コミュニティ・スクールの

推進について説明 

③ 委員の紹介、会長・副会長の選出 

④ 学校運営の基本方針・教育課程等について 

⑤ 授業参観（全クラス） 

⑥ 熟議（これまでの課題と今後の課題について確認） 

【第２回】学校運営協議会（平成３０年１０月２０日土曜日 ９時３０分～１１時３０分） 

① 挨拶 

② 授業参観（全クラス） 

③ 学力・学習状況について 

④ 熟議（育てたい子どもの姿）について 

⑤ 子どもの様子について 本年度の学校関係者評価について 

【第３回】学校運営協議会（平成３１年２月２７日水曜日１９時～２１時） 

① 本年度の学校運営の成果と課題について 

② 「３０年度の学校評価書」について 

③ 来年度の学校運営について 

２． 名張版コミュニティ・スクール３本柱に係る取組 

（１）【学校運営への参画】に係る具体の取組 

① 学校運営協議会委員による授業参観の後、児童の姿について意見をいただいた。 

② これまでの課題について確認し、今後の課題や「めざす子どもの姿」について、 

学校運営協議会委員・教職員（１５名）が熟議を行った。 

③ 登下校や下校後の安全について、ご意見をいただいた。 

④ アンケート結果や学校自己評価について協議し、「学校評価書」としてまとめた。 

登下校の見守りやあいさつ運動、学校内外の安全の確保、プールの安全支援、ほめほ

め隊による授業支援等、地域の皆様方のご支援をいただいております。学校・保護者・

地域が連携する「三位一体会議」を発展させる形で、今後の学校運営協議会を充実して

いきたいと考えます。 
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（２）【学校支援の充実】 

① 青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会をあげての「あいさつ運動」・「８・３運動」 

② 学習支援「ほめほめ隊」として、教科学習の支援。 

③ 読み聞かせ・野菜づくり・米づくり・ぶどう学習・クラブの指導等。 

④ 青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会の安全防災・防犯委員会からの、１・２年 

生の「下校見守り活動」。 

⑤ １学期の水泳の授業の見守りについて、地域づくり協議会・学校運営協議会・百 

合小の連名で募集いただき、約２３名のボランティアの皆さんに支援いただいた。 

⑥ 運動会のテント設営、授業参観での駐車場整理への支援。 

（３）【地域貢献の場づくり】 

① 青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会の教育文化部会が主催する「百合小こども 

クラブ」の活動に、全校児童の約３分の１の児童が参加している。 

② 夏祭りでは、百合が丘小学校で行っている「コアコア体操」を紹介していただいた。 

③ 全校児童が、「敬老の日」を前に、シニアクラブの方々に運動会案内の手紙を書いた。 

④ ２月１５日に「ほめほめ隊」や各種ボランティアの方々を招待し、感謝の気持ち 

を伝える「ありがとう集会」を実施した。 

３． 成果と課題 

 【成果】 

◇青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会をあげて学校の支援をいただいていることで、 

   保護者への理解も浸透してきている。 

  ◇様々な形で、地域の方が学校に入って支援頂くことで、児童の安全が守られている。 

  ◇各学年に応じた支援、算数・書写・家庭・図工・体育などが定着してきている。 

  ◇学年ごとに野菜・米・ぶどうなどを育て、収穫することを通して、「命を育てる」 

   学習が学校全体としてできている。 

【課題】 

  ◆３名のボランティアコーディネーターや校長、教頭、教務など、連絡・調整する 

担当者の負担が大きい。 

  ◆新しい「ほめほめ隊（学習支援）」のメンバーの募集が厳しい。 

  ◆同じ方に、１日３時間や４時間入っていただくこともある。 

  ◆「熟議」のテーマをしぼることが難しい。 

  ◆単年度でなく、数年かけて取り組むべき課題も多い。 

  ◆たくさんのボランティアの方々の把握が難しく、連絡や案内が十分にできない。 
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赤目中学校 

１． 学校運営協議会の開催 

【第１回】学校運営協議会（平成３０年５月１９日（土）午後３時より） 

① 設置証交付、委嘱状交付、運営協議会規則の確認 

② 会長・副会長の選出 

③ 学校運営基本方針の説明と承認 

④ 本年度の教育課程と学校行事等の説明等 

【第２回】学校運営協議会（平成３０年１０月２６日（金）午後３時より） 

① 学校教育の中間報告と質疑 

② 全国学力調査の結果と分析報告 

③ 学校評価書について 

④ 文化発表会参観 

【第３回】学校運営協議会（平成３１年２月２６日（火）午後７時より） 

① 本年度の学校運営についての報告 

② 保護者及び生徒アンケート結果の報告と協議 

③ 学校評価書について 

２． 名張版コミュニティ・スクール３本柱に係る取組 

（１）【学校運営への参画】に係る具体の取組 

本年度、本校校区の三小学校（錦生赤目小、箕曲小、百合が丘小）と共に、学校

運営協議会を設置した。昨年までの、学校評議委員会と学校関係者評価委員会を廃

止して、校区の地域づくり協議会、保護者（PTA）の代表者と学識経験者、校長の

合計１１名の委員で「赤目中学校学校運営協議会」がスタートした。５月に第１回

協議会を開催して、名張市教育委員会から設置書の交付、委員委嘱が行われた。以

下、本日までに２回の協議会を開催している。（上記1、参照） 

赤目中学校の生徒の様子を知っていただくために、学校運営協議会の前に、授業や文

化発表会の参観の機会を設けてきました。文化発表会の生徒の纏りを見て、「今こころ一

つに」のテーマの様に学校・地域・保護者も力を合わせていかなければと再確認しまし

た。 

【学校運営協議会の様子】 
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【剣道部練習の様子】 【校内の生け花】 【学校環境美化】 

【地域の方とともに校区内の清掃活動】 

（２）【学校支援の充実】に係る具体の取組 

① 部活動支援（剣道部） 

剣道経験がない教員が剣道部の顧問となったが、剣道部の運営は顧問が担うことが

できるものの、技術指導が不十分のため学校支援ボランティアが部員の技術指導を

おこなっている。 

② 学校環境支援 

校内の生け花や学校周辺の除草作業や花壇や畑づくりの支援をいただき、学校環境

支援を行った。 

（３）【地域貢献の場づくり】に係る具体の取組 

① 学校環境デー（年間２回 ６月、１１月に実施） 

土曜授業日を活用して地域住民の協力で生徒が校区の美化活動を行った。数少ない

地域住民と生徒の交流の機会であり、地域の住民も積極的に協力していただいた。 

３． 成果と課題 

 （１）教育活動への支援について 

【成果】 

・部活動に於いて顧問が苦手な分野の技術的な指導の補助をお願いし、大会等で成果と

なって現れてきた。 

・校舎周辺の除草作業や花壇・畑整備支援を定期的に依頼し美化に成果を得た。また、

生け花など校内美化を支援していただいた。 

【課題】 

・継続的に学校支援をいただける人材の確保。 

（２）学校・地域の連携の視点から 

【成果】 

・学校ボランティアとして関わっていただいている方は協力的で、成果も出ており、関 

係する教職員からも高い評価を得ている。 

【課題】 

・今後も継続的に支援をいただける人材の確保。 
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